
墨坂神社文書目録と目録作成について 

 

１ 須坂市小山の八幡地籍にある墨坂神社は、「延喜式」神名帳にその名を残す由緒

ある神社として知られる。そこの土蔵に保管されている史料を目録化した文書目

録が、表題の墨坂神社文書目録である。墨坂神社には、このほかに神官家が保管

する「山岸孝爾家（社家）文書」があり、神社史を記録する別目録として文書目録を

作成することにしている。今回作成した文書目録は後述の通り神社関係文書とい

うより、神社を支えてきた旧小山村にかかわる村落関係史料として位置付けられよ

う。他日、神社境内に建てられた倉庫内に、旧小山村関係史料の保管場所として、

運び込まれた史料であることは間違いない。 

目録作成の契機を与えてくださったのは、当時（2015 年 1 月）墨坂神社総代の

永田幸雄氏であった。市誌編さん室でやってきた史料目録作りが、初めて編さん

室外の墨坂神社社務所をお借りして実施されることとなったのである。お世話いた

だいた神社総代ほか神社関係者の皆さんに深く感謝の意を申し述べたい。 

 

２ 本文書目録は、前掲のように旧小山村関係史料、いわば「旧小山村区有文書」に

該当する文書群といってもよい。引き継がれてきた江戸時代からの名主家文書に

加えて、明治以降の小山村関係史料（明治 25 年以降は豊丘村）が目録には散見

される。 

 

３ 本文書の最初期史料は、慶安 2 年（1649）の山論に関する文書である。以下寛

文 11年(1671)の「小山村亥新田改帳」・元禄 3年（1690）「屋部組名寄帳」と続く。

17 世紀の文書は以上 3 点のみで、次に続く文書は 18 世紀の元文 5 年（1740）

「寿泉院境内須坂小山地境絵図面」の文書にまで下る。この間の文書はすっぽり抜

けている。      

1770 年代安永年間以降には、「未引高覚」ほか小山村引高にかかわる帳簿が

連年のように作成され、幕末維新期に至っている。天保期には丸山巨宰司や同舎

人という家老級の重鎮が文書作成にかかわっており、藩が重要視していた史料で

あることがわかる。 

明治になってからは、村送り一札（明治 4 年）ほか戸籍関係史料が増加する。そ

れとともに、圧倒的に量産されたのは壬申地券の作成に不可欠な土地丈量調査に

関する帳簿である。明治 6年 5月 19日付「従壱番至百番 小山村」（上原・南原・

諏訪原・山裏）に始まり弐千三百拾番までの土地を丈量し、23 冊に分けて作帳し

ている。地租改正の準備作業として位置付けられ、一筆ごとの土地所有者の確認

作業として実施されたものである。とはいえ、地租改正関係史料は本目録中には

少量しか見当たらない。ほかの場所に収蔵されたものと推定されよう。 

その後、明治 20 年（1887）９月に至っては、「丈量誤謬野取帳」（8 冊以上）とと



もに「耕地丈量野取帳」（26冊以上）が、作成されている。 

 

４ これらの史料を「墨坂神社文書目録」として、文書目録を作成した。『須坂市域の

史料目録』の連番整理番号「０７３」（73 番目）に位置づけ、史料番号は「073－A

－1」から開始して、整理ラベルを貼付した。なお、神社関係史料として分類項目「Ｅ 

草間律報告書等」も付け加えておいた。 

  文書目録の配置は、時系列を主としたが必ずしもそうなってはいない。史料点数

は以下のように１,０７５点を数える。 

記号 分類項目 史料番号 史料点数 

A 江戸期 281 347 

B 明治期 654 679 

C 大正・昭和期 13 15 

D 社務所史料 28 31 

E 草間律報告書等 3 3 

合計 979 1,075 

 

５  史料目録の作成に当たっては史料活用の便を考慮して、次のようにした。 

 (1) 史料名は、原則として史料中に記載された表題を記したが、無表題史料には、

次のように（  ）をもちいて仮表題を作成して掲げた。  

    （穀物売払い覚え）        （等級別地価書上げ帳）  

 (2) 「記」・「覚」等のみで内容無記載の史料については、次のように（  ）内に内容

説明を記載したものもある。 

    記（受取証）        御届（金禄公債売渡） 

 (3) 請取など切手まがいの一紙史料は、便宜的に括って整理したものもある。そ

の場合は、次のように一枚目の史料名を記し、他の史料については「外○点」な

どと略記した。備考欄には「便宜括り」と記載しておいた。 

    養蚕日雇帳、外 5点     土地丈量取調人夫帳、外４点 

(4) 史料形態については、次のように略記した。 

   横（横帳）、 横半（横半帳）、 竪（竪帳）、 紙（一紙）、  

   封（封書）、 冊（冊子）、 折（折本）、 綴   など 

 

6 本史料目録は、墨坂神社関係者のご理解とご協力を得て、須坂市誌編さん室が

作成したものである。目録作成に当たっては、市誌編さん専門員（丸山文雄）助言

のもと、以下のボランティアほかによる目録作成員の助力によるところが大きい。記

して感謝の意を申し述べたい。 

     富田克彦・田子修一・木下隆 

                 （編さん担当：青木廣安・丸山文雄） 

   



 ２０１６年６月３０日  

                           須坂市誌編さん室 
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